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◆
投
票
時
間  

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
全
投
票
所
で
午
後
8
時
ま
で
で
す
。

◆
有
権
者
に
つ
い
て

　

平
成
4
年
3
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
24
年
12
月
18
日
ま
で
に
能
登
町
に

住
民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上

住
所
を
有
し
て
い
る
人
が
有
権
者
で
す
。

◆
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

現
在
出
稼
ぎ
な
ど
で
能
登
町
以
外
に
在
住
し

て
い
る
人
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
事
前
に
宣
誓

書（
請
求
書
）を
取
り
寄
せ
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
請
求
の
あ
っ
た
現
住
所
へ
投
票
用
紙

お
よ
び
不
在
者
投
票
用
封
筒
な
ど
を
送
付
し

ま
す
。

◆
入
場
券
に
つ
い
て

　

入
場
券
は
住
民
登
録
が
あ
る
住
所
へ
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
と
現
住
所
が
異

な
っ
て
い
る
人
は
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
当
日
選
挙
権
が
あ
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

期
日
前
投
票
で
は
、
宣
誓
書
（
請
求
書
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
投
票
用
紙
を
直
接

投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在

者
投
票
の
よ
う
に
不
在
者
投
票
用
封
筒
を
使

わ
な
い
た
め
、
簡
単
で
投
票
し
や
す
い
制
度

で
す
。

　

前
回
の
選
挙
か
ら
、
入
場
券
裏
面
の
宣
誓

書
（
請
求
書
）
に
あ
ら
か
じ
め
記
載
す
る
こ

と
で
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。（
右
図
参
照
）

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な

ど
で
出
か
け
る
人
や
冠
婚
葬
祭
等
で
投
票
所

に
行
け
な
い
人
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

開
設
期
間
中
で
あ
れ
ば
、
ど
の
投
票
所
で

も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
期
日
前
投
票
所
の
場
所
と
開
設
時
間
、
選

挙
当
日
の
投
票
所
は
、
左
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
能
登
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
（
役
場
総
務
課
内
）　

☎
62
―
８
５
１
０

能登町長選挙
3月24日日執行予定■期日前投票所の場所と開設時間

開設期間 投票所名 投票時間

 3 月 20 日㈬～ 3 月 23 日㈯

能都庁舎　1 階集会室 午前 8 時 30 分～午後 8 時

柳田庁舎　1 階事務室

午前 8 時 30 分～午後 7 時
内浦庁舎　1 階ロビー

 3 月 22 日㈮～ 3 月 23 日㈯
鵜川支所　図書室

小木支所　ロビー

投票区 投票所（予定） 区　　　　　域

第１
能都社会福祉会館（能都庁舎）
1 階集会室

天保島、天徳町、本町、大蔵町、浜町、酒垂町、大竹町、中組、桜町、三番町、中島町、
浜小路、川原町、新村本町、新村浜町、昭和町、音羽町、小棚木、大棚木、城野町、
城山

第２ 宇出津小学校　1 階ロビー 仙人町、立町、横町、上田町、上町、中町、大橋組、錦町、栄町、上岩屋町、下岩屋町、
漆原、梅ノ木、平体、大平、源平、宇出津新港、辺田ノ浜、柳倉、鳳寿荘

第３ ひばり保育所　遊戯室 崎山1～4丁目、四明ケ丘

第４ 三波公民館　集会室 間島、波並

第５ 矢波地区集会所 矢波、猪平

第６ 神野公民館　ホール 宇加塚、鶴町、曽又、藤ノ瀬

第７ 鵜川公民館　図書室 七見、鵜川、小垣

第８ 瑞穂公民館　和室 柿生、瑞穂、爼倉、山田、武連、本木、谷屋

第９ 宮地生活改善センター　集会室 宮地、鮭尾、太田原、柏木

第 10 柳田体育館 柳田、笹川、石井、国光、鴨川、五十里、十郎原

第 11 小間生公民館　会議室 上長尾、小間生、桐畑、鈴ケ嶺、久田

第 12 上町地区生活改善センター　和室 合鹿、上町、天坂、寺分、五郎左エ門分

第 13 岩井戸公民館　会議室 黒川、大箱、北河内

第 14 当目地区多目的研修集会センター 当目

第 15 斉和多目的集会所 中斉、神和住

第 16 内浦福祉センター　1 階集会場 松波、恋路、明生、布浦

第 17 上区集会場 上、滝之坊、田代、駒渡

第 18 不動寺公民館　集会室 宮犬、不動寺、行延、時長、山中、満泉寺、国重

第 19 秋吉公民館　集会室 九里川尻、秋吉、河ケ谷、清真

第 20
白丸コミュニティ施設　
多目的交流ホール

立壁、四方山、白丸、内浦長尾、新保

第 21 能登勤労者プラザ　体育館 市之瀬、明野、越坂

第 22 小木地区活性化センター　ロビー 小木

第 23 高倉保育所　遊戯室 姫、真脇、羽生

第 24 小浦地区集会所 小浦、羽根

■投票所は 24 カ所です。当日投票する人は投票所を確認してください。全投票所午後 8 時まで

問能登町選挙管理委員会（役場総務課内）☎ 62-8510

■開票は午後 9 時 10 分から　
開票作業は、午後 9時 10 分から能都社会福祉会館 4階大集会場で行われる予定です。
有線テレビで開票速報（テロップのみ）を放送する予定です。

任期満了（平成 25 年 4 月 9 日）による能登町長選挙が、
3月 24 日㈰に執行予定となっています。自分が投票する
投票所の場所を確認しておきましょう。

表面

裏面

この部分の欄を全て
記入してください。

表の宛名住所と違う
場合のみ記入してく
ださい。

該当する番号を○で
囲んでください。
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能登町本庁・支所検討
委員会が提言書

　13 人で構成される「能登町本庁・

支所検討委員会」が 2 月 1 日、行政

庁舎のあり方について提言書を町長に

提出しました。

　提言書は、行政の優先課題として限

りある財源の活用方法や、町民の一体

感醸成と業務の効率化のため庁舎統合

の必要性、３町村合併時より課題と

なっている新庁舎建設などの検討を重

ね、次の内容で提言されました。

　

❶当面、新庁舎建設は見送り、既存庁

舎を有効に活用すること。

❷耐震補強等工事終了後、速やかに能

都庁舎を本庁、柳田庁舎と内浦庁舎を

支所とすること。ただし、支所には、

これまでの受付・サービス機能を維持

または向上させること。

❸現在の鵜川・小木支所および高倉出

張所は、当分の間現在の機能を維持す

るものの、今後人口の動向等を考慮

し、効率的な行政運営を図るため、支

所・出張所の在り方について検討する

こと。

❹議会庁舎を本庁へ移転するよう積極

的に努めること。

❺将来を見据えて、新庁舎建設は 3 町

村合併時にもうたわれており、庁舎建

設基金の積み立てに努めること。

※提言書は、町のホームページにも掲

載しています。

問役場総務課☎ 62-8510

提言書を読み上げる本間侑委員長

3 月は
自殺対策
強化月間

　昨年、全国の自殺死亡者数がようやく３万人を下回りました。しかし、

その死亡者数は交通事故による死亡（約４千４百人）を圧倒的に上回る

状況です。国は「いのちを守る自殺対策緊急プラン」で、月別自殺者数

の最も多い３月を「自殺対策強化月間」としています。

　自殺は社会的な支援があれば、「避けることができる死」です。決し

て他人事とせず、自分自身を取り巻く現代社会の問題として皆で取り組

むことが、健康で生きがいある社会の実現につながります。

　自殺の基本認識の柱は、次の３つです。

①自殺はその多くが追い込まれた末の死
　大多数は、さまざまな悩みにより心理的に追い詰められた結果、うつ

病やアルコール依存症などの精神疾患を発症しており、これらの病気に

より正常な判断ができない状態となっています。適切な専門機関につな

げてあげる必要があります。

②自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な問題
　さまざまな要因のなかでも、失業や倒産、多重債務、長時間労働など

は社会的な取り組みが必要です。

③自殺を考えている人は何らかのサインを発していることが多い
　死にたいと考えている人も、心の中では「生きたい」という気持ちの

間で激しく揺れ動いており、自殺の危険を示すサインを発していること

が多いのです。身近な人でも気づき難い場合もあるので、周囲の多くの

人がそのサインに気づき、支援につなげていくことが必要です。

　　物質的な豊かさだけでは埋めることのできない人間のこころの寂

　しさ、孤立感を「暖かな対話」で和らげる、対話の持つ力に着目し

　た精神対話士がいます（震災後のメンタルヘルス活動など幅広く

　活躍）。下記講座を行いますので、ぜひご参加ください。

　　【日時】3 月 5 日㈫ 13:30 ～ 15:30

　　【場所】柳田山村開発センター（２階会議室）

　　【内容】メンタルヘルス講座「対話が持つ力」

　　【講師】指導精神対話士　坂尻他津子さん

　　【対象】一般住民

◎もし、あなた自身が悩んでいたら…一人で悩むより、まず相談を

こころの健康相談統一ダイヤル ☎０５７０（０
まもろうよ

６４）５
こ こ ろ

５６
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出
場

上
野
智
也
（
能
登
高
）
▽
県

高
校
総
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競

技
男
子
個
人
優
勝

紺
谷
亜
樹
（
能
登
高
）
▽
同

女
子
個
人
優
勝

松
屋
晴
希（
能
登
高
）▽
県
高

校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
男
子
個
人
優
勝

茶
院
勇
次（
能
登
高
）▽
北
信

越
室
内
選
手
権
大
会
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
男
子
個
人
２
位

田
岡
秋
実
（
能
登
高
）
▽
同

女
子
個
人
優
勝

小
杉
崇
峰
（
飯
田
高
）
▽
北

信
越
高
校
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
男
子
円
盤
投
優
勝

宮
本
夏
帆
（
飯
田
高
）
▽
北

信
越
高
校
体
育
大
会
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手

権
大
会
女
子
75
㌔
級
優
勝

岩
崎
加
奈
・
中
野
綾
・
谷
内

美
咲
・
山
本
未
来
・
井
田
真

季
・
橋
本
遥
（
以
上
飯
田
高

校
）
▽
県
高
校
総
体
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
団
体
メ
ン
バ
ー

優
勝

石
井
明
希
（
七
尾
高
）
▽
県

高
校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
団
体
優
勝

中
谷
美
里
（
津
幡
高
）
藤
田

ン
グ
ル
ス
選
手
権
大
会
シ
ン

グ
ル
ス
２
位

橋
本
麻
衣
（
富
山
大
）
▽
北

陸
地
区
国
立
大
学
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
個
人
ダ

ブ
ル
ス
優
勝

浅
山
直
樹
（
町
相
撲
連
盟
）

▽
県
相
撲
選
手
権
大
会
75
㌔

未
満
優
勝

中
剛
史
（
同
）
▽
同
85
㌔
未

満
優
勝

嶋
垣
英
和
（
同
）
▽
同

１
０
０
㌔
未
満
優
勝

道
下
直
人
（
中
央
大
）
堂
野

貴
寛
（
明
治
大
）
寺
下
洸
平

（
同
）
濵
髙
彰
仁
（
慶
應
義

塾
大
）
▽
国
体
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
成
年
男
子
出
場

丸
谷
幸
代
（
金
沢
星
稜
大
）

川
原
智
恵
子（
町
ソ
フ
ト
テ

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

中
田
依
緒
里
（
中
村
学
園
女

子
高
）
▽
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技 

団
体
優
勝

山
瀬
侑
希
（
文
大
付
属
杉
並

高
）
▽
国
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技
団
体
優
勝

佐
々
木
美
和
（
和
歌
山
信
愛

女
子
短
大
付
属
高
）
▽
全
日

本
高
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
団
体
優
勝

善
野
功
太
（
同
志
社
大
）
▽

全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

王
座
決
定
戦
団
体
３
位

佐
々
木
真
子
（
関
西
大
）
▽

全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

王
座
決
定
戦
団
体
３
位

坂
下
昭
徳
（
町
相
撲
連
盟
）

▽
国
体
相
撲
競
技
団
体
優
勝

能
登
町
役
場
（
又
多
敏
晴
・

嶋
垣
英
和
・
坂
下
昭
徳
）
▽

全
日
本
実
業
団
相
撲
選
手
権

大
会 
団
体
2
部
3
位

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

山
本
幸
太
（
柳
田
小
）
▽
県

小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

中
谷
龍
空
（
柳
田
小
） 

山
岸

大
洋
（
宇
出
津
小
）
▽
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
交
流
大
会
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

竹
中
梨
乃
（
松
波
小
）
▽
い

し
か
わ
っ
子
駅
伝
交
流
大
会 

女
子
の
部
３
区
区
間
賞

辻
口
凜
（
鵜
川
小
）
大
町
諒

（
同
）
▽
北
信
越
小
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会
個

人
ダ
ブ
ル
ス
３
位

鍵
主
淳
樹
（
小
木
中
）
▽
県

中
学
校
新
人
相
撲
選
手
権
大

会 

個
人
軽
量
級
の
部
優
勝

高
宮
眞
（
鵜
川
中
）
山
下
康

輔
（
同
）
▽
県
中
学
校
選
抜

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
ダ

ブ
ル
ス
優
勝

橋
本
茜
（
鵜
川
中
）
山
瀬
茉

依
（
同
） 

▽
北
信
越
中
学
校

総
合
競
技
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス

３
位

谷
口
諒
真
（
能
都
中
）
安
孫

幹
（
同
）
▽
県
ジ
ュ
ニ
ア
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
大
会

ダ
ブ
ル
ス
優
勝

大
屋
健
一
（ 

能
登
高
）
寺

尾
和
真（
同
）▽
国
体
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
少
年
男
子
出
場

山
下
藍
里
（
能
登
高
）
河
村

奈
々
（
同
）
▽
同
少
年
女
子

憂
（
同
）
▽
県
高
校
総
体
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
優
勝

元
悠
香
（
金
沢
学
院
東
高
）

▽
県
高
校
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
個
人
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

清
水
寛
生
（
小
松
市
立
高
）

▽
北
信
越
高
校
総
体
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
団
体
３
位

津
雲
遥
香
（
北
陸
学
院
大
）

川
原
紫
帆
（
同
）
▽
県
学
生

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
女
子
団
体
優
勝

下
畠
慎
也
（
金
沢
星
稜
大
）

▽
北
信
越
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
男
子
個
人
ダ

ブ
ル
ス
２
位

二
田
早
智
子
（
金
沢
大
）
▽

同
女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

清
水
基
善
（
富
山
大
）
▽
北

信
越
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ

ニ
ス
協
会
）▽
同
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
競
技
成
年
女
子
出
場

駒
寄
真
弓
（
町
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
協
会
）
▽
同
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
成
年
女
子
出
場

下
谷
内
哲
次
（
町
ゴ
ル
フ
協

会
）
▽
同
ゴ
ル
フ
競
技
成
年

男
子
出
場

能
登
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
（
大
屋
健
一
・
寺
尾
和

真
・
屋
舖
雄
太
・
新
幸
恭
・

下
畠
雅
大
・
新
木
槙
太
朗
・

西
田
和
志
・
仙
福
和
弥
・
宮

野
悠
希
）
▽
県
高
校
総
体
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
団
体
優
勝

▽
県
高
校
新
人
体
育
大
会
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
団
体
優
勝

能
登
高
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
（
河
村
奈
々
・
尾
上
真

耶
・
小
坂
ひ
か
る
・
山
下
藍

里
・
小
杉
紗
代
・
北
村
陽
子
・

山
下
杏
奈
・
宮
野
理
沙
・
⻆

友
利
香
・
槻
夢
袈
）
▽
北
信

越
高
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
競
技
３
位
▽
県
団
体
選

手
権
大
会
優
勝

能
登
高
校
男
子
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
（
上
野
智
也
・
茶
院

勇
次
・
鵜
川
達
也
・
松
屋
晴

希
）
▽
県
高
校
総
体
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
・
県
高
校
新

人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
団
体
優
勝

能
登
高
校
女
子
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
（
田
岡
秋
実
・
角
田

佑
紀
・
高
山
千
里
）
▽
県
高

校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
団
体
優
勝

能
登
町
相
撲
連
盟（
中
平
翔

伍
・
寅
松
大
輔
・
坂
下
昭
徳
・

中
剛
史
・
寺
下
祐
樹
・
嶋
垣
英

和
・
浅
山
直
樹
）▽
県
民
体
育

大
会
相
撲
競
技
団
体
優
勝

能
登
町
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

（
駒
寄
真
弓
・
久
保
文
）
▽

同
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
女
子

団
体
優
勝

能
登
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
（
薮
下
加
代
子
・
亦

木
栄
子
・
仕
明
子
浪
・
田
崎

憲
子
・
道
下
美
代
子
・
藤
森

由
美
子
）▽
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
競
技
女
子
団
体
優
勝

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
敢
闘
賞

西
海
成
吉
（
空
柔
館
能
登
支

部
）
▽
空
柔
館
空
手
道
選
手

権
大
会
総
合
空
手
の
部
優
勝

紙
子
輝
芳
（
同
）
▽
空
柔
館

ク
ラ
ス
別
大
会
成
人
空
手
の

部
２
位

西
海
能
仁
（
同
）
▽
空
柔
館

空
手
道
交
流
大
会
幼
年
の
部

２
位

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

金
屋
喜
作
（
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
）
▽
平
成
４
年
に
旧

柳
田
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

に
入
会
後
、
競
技
者
と
し
て

県
民
体
育
大
会
や
北
信
越

大
会
で
好
成
績
を
収
め
る
。

　

現
在
は
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
の
顧
問
を
務
め
、
競
技

の
普
及
振
興
に
尽
力
。

※
受
賞
者
は
、
各
学
校
、
体

育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

な
ど
の
推
薦
を
受
け
、
能
登

町
社
会
教
育
委
員
会
の
審
議

を
経
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　2013 年度のスポーツ安全保険の加
入受付が 3月 1日から始まります。
　この保険は、スポーツ・文化・ボラ
ンティア活動などを行う 5人以上の
グループを対象として、経路往復中も
含めた傷害事故や賠償責任を負う事故
を補償するものです。
　万が一に備えて加入しましょう。
【加入区分・掛金】

加入対象者 補償される
団体活動

区
分

掛金
一人
年額

子ども
（中学生以下）

団体活動全般 A1 円
800

団体活動全般
AW 1,450上記以外

（個人活動・個人練
習など）

大
人

高校生
以上

文 化・ ボ ラ ン
ティア・地域活
動

A2 800

スポーツ活動
スポーツ活動の
指導

C 1,850

子どものスポー
ツ活動の指導（C
区 分 で も 加 入
可）

AC 1,300

65 歳以上
スポーツ活動

（C 区 分 で も 加
入可）

B 1,000

全年齢 危険度の高いス
ポーツ活動 D 11,000

※上記以外にインターネット加入に限
り、開催期間から 3 カ月以内の短期
スポーツ教室専用の加入区分あり。

【対象となる事故】
団体活動中や経路往復中の事故
【受付期間】
平成24年3月1日から25年3月30日
【保険期間】
平成25年4月1日から26年3月31日
（4 月 1 日以降の申し込みは、加入手
続きの翌日から有効）
【問い合わせ】
（公財）スポーツ安全協会石川県支部
（石川県体育協会内）
　☎ 076-268-3100
または町教育委員会事務局
　☎ 72-2509
【ホームページアドレス】
http://www.sportsanzen.org

小さな掛金・大きな補償

スポーツ安全保険

　平成 24 年度能登町スポーツ表彰式が 2月 15
日、能都庁舎で行われ、本年度スポーツの分野で
好成績を収めた個人や団体が表彰されました。

【左】佐々木美和さん（スポーツ賞）　【右】金屋喜作さん（スポーツ振興賞）


